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はしがき

組織再生医工学的手法により声帯、甲状軟骨、輪状軟骨を中心とした喉頭、

気管の再生および声帯の支配神経である反回神経の再生を試みた。イヌを用い

た動物実験の良好な成績を背景に、輪状軟骨、気管、反回神経をはじめとする

脳神経の再生については当初の研究計画どおり臨床応用段階に入った。現在、

臨床応用を施行した症例は総数 10例を超えており、その基礎疾患は悪性腫場

あるいは先天奇形による障害であるが、特記すべき後遺症もなく良好な経過を

たどっている。

本研究により、再生医療の喉頭、気管への応用が本格化することとなった。
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A.研究目的

進行した下咽頭癌、頚部食道癌および喉頭癌では、癌

の発生部位によっても切除範囲は異なるが、喉頭全摘出

術を施行するのが一般的である。これは、不十分な形態

での喉頭の温存は癌の再発を招くばかりでなく、摂食の

際の腕下困難や誤嚇を来たし、結局は、喉頭の摘出とい

う結果になることが多いためである。一方、喉頭は気道

の一部であると共に発声器官でもあることから、喉頭を

摘出することは、発声機能の喪失と呼吸のために頚部に

永久気管孔を設けることを意味し、これを余儀なくされ

た患者にとって、仮に癌そのものから開放されたとして

も、その後の患者自身の社会生活や精神面に計り知れな

い重大な影響を及ぼす。これに対し、喉頭の枠組みを部

分的にでも再生させることができれば、より完全な形態

で喉頭を温存することができる。このことは、癌の再発

率を低下させながら、蝶下困難や誤礁とし¥う後遺症をな

くし、発声機能を保存でき、永久気管孔も不要となる。

頭頚部領域の臓器再生研究は、現在のところほとんど

なされていなし、。とくにわれわれ行っている声帯を含め

た喉頭およびその周辺臓器の再生研究は気管を除き皆

無である。しかし、発声、膜下、呼吸に関与する喉頭お

よびその周辺臓器の重要性は言うまでもなく、日侯頭癌や

頚部食道をはじめとする悪性腫蕩に対して、これらの機

能を温存する治療法の開発は急務である。これまで国内

外で報告されてきた喉頭機能を温存する治療法は、欠損

部分の再建という旧来の手術法の改良でしかなく、出来

上がった喉頭は機能・形態ともに正常とはかけ離れたも

ので、およそ満足の行く結果は得られていないのが現状

である。このような状況から、外傷や頚部悪性腫療をは

じめとする疾患により、失われた喉頭およびその周辺臓

器の再生およびより自然な呼吸・発声機能の回復を目標

とした研究を立案した。再生に含まれる臓器は、喉頭(声

帯を含む)、反回神経(声帯の支配神経)、気管などであ

る。
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B.研究方法

1. 喉頭枠組みと周辺臓器の再生

1 )基礎実験:気管、輪状軟骨、反回神経の再生については、様々な癌の浸潤範囲を

想定して、ビーグル犬で、部分的に喉頭、気管および周囲組織の切除を行い、その

欠損部分に最適形状の人工材料を縫着して、喉頭の枠組み、周辺臓器の再建を図

った。評価は、再生の経過を経時的にファイパースコープなどで観察した。また、

一定の観察期間の後にこれらの組織学的検討を行い、反回神経については、機能

的再生を確認するために声帯の動きの観察のみならず、電気生理学的検討も施行

した。つぎに神経再生以外で、は、アテロコラーゲン内で3次元培養した間葉系幹

細胞移植を行い、人工材料の移植のみの症例と再生の程度を比較した。この際、

間葉系幹細胞に標識をつけ、分化成長した組織を確認した。また、目的臓器への

分化誘導因子の添加についても検討した。また、甲状軟骨および喉頭内腔につい

ては、歯科用印象剤を用いて喉頭内腔面のかたどりを行い、甲状軟骨摘出モデ、ル

のイヌを使用して、甲状軟骨および喉頭内腔面の再生実験を行った。

人工気管の骨組み

2)臨床応用

基礎実験の成果が得られた後に、人工生体材料のみで臨床応用に順次移行してい

る。神経については、反回神経以外の神経についても臨床応用を施行中である。



2.声帯の再生

1 )基礎実験:ピーグル犬の両側声帯を電気メスで部分的に切除した後、左側は、ア

テロコラーゲン内で3次元培養した自己間葉系幹細胞をコラーゲンとともに移植、

右側はコラーゲ、ンのみの移植を行った。両声帯の再生過程をファイパースコープ

で経時的に観察するとともに、音声学的、組織学的検討を行い、さらに移植した

細胞の分化を調べるために、 GFPマウスの自己間葉系幹細胞を用いて、これをヌ

ードラットの声帯に移植し、蛍光免疫組織学的検討で移植細胞の行方を検討した。

2)臨床応用:自己骨髄由来問葉系幹細胞の培養に際して培養液の検討を含め細胞移

植の安全性確認、を行った後に、臨床応用へと移行する予定である。

c.研究結果

1.喉頭枠組みと周辺臓器の再生

1) 基礎実験:気管・輪状軟骨・甲状軟骨の再生に関しては、いずれも当初の実験計

画に従いイヌを用いた動物実験を行い良好な成績を得た。前2者は人工材料のみ

の移植で十分な結果が得られたが、甲状軟骨摘出モデルで、歯科用印象剤を用いて

喉頭内腔面のかたどりを行った実験では、人工材料の移植のみでは感染や喉頭内

腔面の上皮化が進行しなかった。これに対して、人工材料とともに局所的に自己

骨髄由来問葉系幹細胞移植を行い、喉頭内腔面の上皮化を達成できた。両者の違

いは、局所環境の差に起因すると考察した。

反回神経再生についても、計9頭のイヌで、基礎実験を行ったが、反回神経1cm切

除モデ、ノレで、 PGAチューブ(人工神経)を使用した群で高率に声帯運動の回復が

認められた。

2)臨床応用

( 1 )喉頭枠組み:気管 (2例)、気管・輪状軟骨合併再生 (1例)

再生気管 再生輪状軟骨 再生した上皮と線毛
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(2 )神経再生:反回神経 (5例)、顔面神経(5例)、鼓索神経(7例)

このうち、反囲神経1例、顔面神経2例、鼓索神経4伊jの機能的再生を確認した。

その他の症例は術後の時間経過が短く、最終評価はまだできない

2.声帯の再生

1) 基礎実験:ピーグル犬の両側声帯を電気メスで部分的に切除した後、左側は、ア

テロコラーゲン内で3次元培養した自己間葉系幹細胞をコラーゲンとともに移植、

右側はコラーゲ、ンのみの移植を行ったが、処置後2ヶ月で両側声帯の再生の程度

に大きな差異が観察された。すなはち細胞移植を行った側は、正常の声帯と際が

ない程度にまで再生が進んだが、コラーゲンのみの移植側は癒痕治癒し、声帯の

萎絡が観察された。さらに9ヵ月後ではその差が一層顕著になったD また機能的

にも声帯の振動にも大きな差が生じた。さらに移植細胞の行方と分化を評価した

が、移植したEGFPマウスの自己間葉系幹細胞は、ホストのヌードラットの声帯

およびその周辺で、上皮系細胞、筋細胞、軟骨への分化が確認された。以上から、

自己骨髄由来間葉系幹細胞移植は、声帯および声帯のような複合組織で構成され

た臓器の再生に有効であることが証明された。

2) 臨床応用:自己骨髄由来間葉系幹細胞の培養に際して培養液の検討を含め細胞移

植の安全性確認、を行った後に、臨床応用へと移行する予定である。

D.考察

再生医学は、近年の組織工学、分子生物学、発生遺伝学などのめざましい進歩によ

って支えられ発展してきた。本研究は、再生医学の臨床応用のさきがけとして、組織

工学的手法を用いて行ったものであるD 一般に組織・器官を再生させるためには、再

生の元になる細胞、その細胞が成長するための足場、そしてそれらを調節する因子の

3つの要素を適切な環境におく必要があるとされる o しかし、これを臨床に応用する

段階となると、細胞移植の安全性、採取する細胞の出所や拒絶反応など、医学的のみ

ならず倫理的、社会的問題が山積しているため、現在はまだ一部の領域でしか進んで

いない。本研究においては、臨床応用に直結するという点を最も重視し、現時点で医

学的、社会的認知が得られる方法を最優先にするという考えで、研究を行ってきた。

われわれは再生医学における場の理論という概念に基づき InsI tu tissue 

engineeringの手法で頭頚部領域での臨床応用を開始し、良好な成果を挙げてきた。場

の理論は、障害を受けた組織・臓器が本来持つ再生能力を最大限に引き出すために最

適な再生環境を創り出すことによって、生体から再生に必要な要素がおのずと供給さ

れるとしづ概念である。さらにInsI tu tissue engineeringとしづ手法は、上記に示し

た再生医学の三要素である細胞、足場、調節因子をかならずしもすべて外部から供給

する必要はなく、再生を目的とする生体部位に足場のみ、足場と細胞、締胞と調節因



子などひとつないし二つを供給することでも組織再生を可能にできるというものであ

る。ただし、すべての組織・臓器がこの手法で再生可能で、あるわけではなく、特定臓

器の局所再生にのみ適応できる手法である。

本研究においては、 3要素のうちで足場の作製と移植に最大の重点を置くことによ

って、いまだ問題点のある細胞移植と調節因子の投与をできる限り行わずに臨床応用

を開始してきた。これによって、気管・輪状軟骨・神経の再生は、良好な動物実験の

結果を背景に臨床応用段階に入っている。しかし、研究結果の項目でも述べたように

喉頭枠組み再生では、気管および輪状軟骨までは足場としての人工材料のみの移植に

よって再生が可能であったが、甲状軟骨にいたっては自己骨髄由来間葉系幹細胞移植

を必要とした。これは、再生部位の両端も同様の組織で構成される気管のような組織

とは異なり、甲状軟骨は内腔に声帯を含み上方は昭頭に連なる組織で、甲状軟骨の前

後で組織形態が大きく変化すること、さらには咽頭に近いということから感染にさら

されやすいといった不利な条件から、足場のみの移植では再生が困難なものとなって

いると思われる。

声帯のような複合組織の再生では、単なる足場のみの移植では障害された声帯の完

全な再生は難しいと考えられるため、コラーゲン内で 3次元培養した自己骨髄由来間

葉系細胞 (BSCs)を移植した。これはコラーゲンが、再生の場を確保しかっ組織再生

の元になる細胞が成長する足場を提供する材料として最適であると考えられたこと、

およびBSCs内に含まれる間葉系幹細胞は、声帯を構成する筋肉や腺組織、粘膜固有層、

上皮膚などのさまざまな組織を再生しうる多分化能を有しているという理由からであ

る。実際に本研究でも、移植した細胞が上皮系の細胞、筋系の細胞さらには軟骨細胞

にも分化した所見が得られており、開葉系幹細胞の多分化能が示され、複合組織再生

に有効に働くことが証明され、声帯再生のみならず他の多くの組織再生にも応用が期

待される。今後、臨床応用に向けた研究を積み重ねていく予定である。

本研究によって、部分的にでも神経や気管の再生が可能になったことは、実際の臨

床面では癌浸潤部位に大きな安全率をかけて組織を切除することができ、局所再発率

を低下させることが可能である。さらに欠損部分の再建のための自家組織や皮弁の採

取は不要となり一期的に手術がなされるために在院日数が短縮できる。このことは、

患者の精神的、肉体的負担のみならず底療経済的にも大きなメリットが得られ、これ

までの癌治療の概念にも大きな変化をもたらすものと考えられる。

E.結論

組織再生工学的手法を用いて気管・喉頭枠組み、反田神経をはじめとする脳神経再

を試み、動物実験による良好な結果を背景に、気管・輪状軟骨、神経再生について

は、臨床応用段階に入った。声帯、甲状軟骨など細胞移植を必要とすると考えられる

器官再生についても順次、臨床応用をめざして研究を重ねてし、く予定である。



本研究により、喉頭およびその周辺臓器の再生が可能であることが示され、癌治療を

含めた従来の治療概念が大きく変革されることが期待できる。
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5. Masaru Yamashita， Koichi OmoriラShin-ichiKanemaru， Akhm訂 Magrufov，Hisanobu Tamaki， 

Yoshihiro Tamura， Tatsuo N誌amura，Juichi Ito. A preliminary study on laryngeal regeneration 

using tissue engineering technique. TESI and ETES Lausanne， Switzerland 2004.10.13 

( 2 )ポスター

1. Masaru Yamashita， Shin寸chiKanemaru， Akhmar Magrufov， Tatsuo N akamura， Koichi Omo九

Juichi Ito. In vi柱。甘ailfor the regeneration of the mastoid air cells. COSM Phoenix AZ USA 

2004.5.l 

2. R. Asatoヲ S.Kanemaru， A. Magrufov， M. Yamashita， K， OmoriラT.Nakamura， Skull base 

rigidity recons佐uctionby polypropylene蜘mashcoated with collagen TESI and ETES Lausanne， 

Switzerland 2004.10.l3 

3. Shin-ichi Kanemaru， Tatsuo Nakam町民Masaru YamashitaラAkhmarMagrufov， Tomoko Kita， 

Hisanobu Tamaki， Yoshihiro Tamura， Koichi OmoriラJuichiIto. Regeneration of the vocal 

fold by implantaion of bone marrow derived stromal cells TESI and ETES Lausanne， 

Switzerland 2004.10.13 



4 . Hisanobu Tamaki， Shin-ichi KanemaruラMasaruYamashita， Akhmar Magrufov， Yoshihiro 

TamuraラTatsuoNakamuraラJuichiIto. Assessment of the HGF therapy for radiation induced 

salivery gland disorder in mice. TESI and ETES Lausanne， Switzerland 2004.10.13 

5. Yoshihiro Tamuraヲ Shin-ichiKanemaru， Masaru Yamashita， Akhmar Magrufov， Hisanobu 

Tamaki， Tatsuo N akamura， Tomonori Matsuno， Koichi Omori， Juichi Ito. The palatal bOlle 

regeneration by in situ tissue engineering. TESI and ETES Lausanne， Switzerland 2004.10.13 

6. Akhmar Magrufov， Shin-ichi Kanemaru， Masaru Yamashita， Tatsuo Nakam町民 Yoshihiro

TamuraフKoichiOmoriラJuichiIto. Mastoid mucosa regeneration by tissue engineering techniqueヲ

in vitro study. TESI and ETES Lausanne， Switzerland 2004.10.13 

2)国内発表

( 1 )シンポジワム

1 .金丸巽一 頭頚部領域における神経再生医療

第 16四 日本頭蓋底外科学会 2004.7. 1 横浜

2.金丸農一 頭頚部領域における再生医療

第 18回 エムイー学会秋季大会 2004.11.5 松山

( 2 )パネルディスカッション

1. 金丸異一 難治性中耳炎に対する再生医学的アフ。ローチ

-In sutu tissue engineeringによる乳突蜂巣の再生一

第 14回 日本耳科学会総会 2004.10.22 京都

( 3) 口演

1.金丸異一、中村達雄、 AkhmarMagrufov、大森孝一、山下勝、安里亮、玉木

久信、田中信三、伊藤霧 神経再生医療 一反田神経の機能的再生をめざして

- 第 16回 日本喉頭科学会 2004.3.19 松山

2. 山下 勝、大森孝一、金丸員一、 AkhmarMagrufov、伊藤害一、中村達雄.組織工

学的手法による喉頭の再生:内腔の形態復元を目指して 第 16回 日本喉頭科学

会 2004.3.19 松山

3. 金丸異一、玉木久信、中村一、福島英行、内藤泰、伊藤欝 Insitu tissue 

engineering による乳突蜂巣の再生 第 105回 日本耳鼻咽喉科学会

2004.5.13 広島

4.安里亮、金丸異一、 AkhmarMagrufov、山下勝、池田晴人、大森孝一、伊藤害

一、中村達雄、清水慶彦. 組織再生型材料による頭蓋底硬性再建 第 105回 日

本耳鼻咽喉科学会 2004. 5. 13 広島

5.藤野清大、金丸員一、 AkhmarMagrufov、山下勝、平海晴一、大森孝一、中村達



雄、内藤 泰、伊藤害一. 術後手し突腔に移植可能な呼吸上皮粘膜シートの作成

第 105回 日本耳鼻咽喉科学会 2004.5.13 広島

6. 山下 勝、金丸異一、中村達雄、 AkhmarMagrufov、藤野清大、田村芳寛、大森孝

一、清水慶彦、伊藤害一. 組織工学的手法による乳突蜂巣再生の試み 第 105回

日本耳鼻咽喉科学会 2004. 5. 13 広島

7. 平海晴一、金丸虞一、藤野清大、山下 勝、 AkhmarMagrufov、大森孝一、中村達

雄、内藤泰、伊藤害一. 手し突蜂巣再生の臨床応用 第 105回 日本耳鼻咽喉科

学会 2004.5.13 広島

8. 内藤泰、平海晴一、藤野清大、金丸巽一、辻純、三浦誠、伊藤害一. 虫l号牛

骨化例の人工内耳第 105回 日本耳鼻咽喉科学会 2004.5.13 広島

9. 玉木久信、金丸異一、山下勝、 AkhmarMagrufov、松本昌宏、中村達雄、伊藤害

一. 肝細胞増殖因子を用いた放射線被爆マウスによる唾液腺障害軽減の試み

第 105回 日本耳鼻昭喉科学会 2004.5.15 広島

10. 大森孝一、中村達雄、金丸巽一、安里亮、田中信三、山下勝、 AkhmarMagruf ov 

伊藤欝一、清水慶彦. 気道の再生治療第 105回 巨本耳鼻咽喉科学会

2004.5.14広島

11.田村芳寛、金丸員一、松野智宣、山下 勝、中村達雄、 AkhmarMagrufov、

平塚康之、大森孝一、伊藤需一、清水慶彦. In situ tissue engineeringを用い

た上顎骨(口蓋)再生の試み第 105回 日本耳鼻咽喉科学会 2004.5.14 広島

12. 金丸員一、玉木久信、中村一、福島英行、内藤泰、伊藤害一. 高度鼓膜穿孔

症例に対する鼓室形成術 I型の治療成績と lateralhealing防止対策 第66回

耳鼻咽喉科臨床学会 2004.6.11 青森

13. 金丸員一、山下勝、 AkhmarMagrufov、喜多知子、玉木久信、井口福一郎、田村

芳寛、大森孝一、中村達雄、伊藤害一. 骨髄由来間葉系幹締胞移植による声帯の

再生第7回 日本組織工学会 2004.7. 1 東京

14. 山下勝、大森孝一、金丸員一、 AkhmarMagrufov、田村芳寛、中村達雄、

伊藤害一. 喉頭声帯隆起の組織工学的再生のこころみ 第7回 日本組織工学会

2004. 7. 1 東京

15. 玉木久信、金丸異一、山下 勝、 AkhmarMagrufov、大屋夏生、田村芳寛、大森

孝一、中村達雄、伊藤害一. 放射線誘発マウス唾液腺障害に対する肝細胞増殖因

子の検討第 7回 自本組織工学会 2004.7. 1 東京

16. Akhmar Magrufov， Shin-ichi Kanem訂u，Tatsuo Nakam町民MasaruYamashita， Koichi 

Omori， Yoshihiro Tam町民 TetsuyaTamura， luichi Ito. Regeneration of mastoid mucosaラ

invitro preliminary study 第7呂 日本組織工学会 2004.7. 1 東京

17. 玉木久信、金丸撰一、山下勝、 MagrufovAkhmar、伊藤欝一放射線に

よる唾液腺障害マウスに対する肝細胞増殖因子の検討 第25回 炎症・再生医学



会 2004. 7. 13 東京

18. 田村芳寛、金丸員一、山下 勝、 AkhmarMagrufov、松野智宣、戸田好信、大森

孝一、中村逮雄 Insitu tissue engineeringを用いた上顎骨(口蓋)再生

の試み第25回炎症・再生医学会 2004.7. 13 東京

19. 金丸異一、中村達雄、大森孝一、山下 勝、 AkhmarMagrufov、藤野清大、平海

晴一、玉木久信、伊藤害一. 難治性中耳炎に対する再生医療-乳突蜂巣再生の

臨床応用一 第25回炎症・再生医学会 2004.7. 13 東京

20. 山下勝、金丸虞一、 AkhmarMagrufov、中村達雄、大森孝一、伊藤害 組織

工学的手法による乳突蜂巣再生の試み 第25回 炎症・再生底学会 2004. 7. 13 

東京

21.金丸員一 小児人工内耳症例-わが国における最年少手術症例の検討一 第 15回

人工内耳研究会 2004.10.23 京都

22. 金丸員一、山下勝、 AkhmarMagrufov、喜多知子、井口福一郎、金泰秀、大森

孝一、中村達雄、伊藤害一. 自己骨髄由来間葉系細胞移植による声帯の再生一移

植細胞の所属と行方一 第56回 日本気管食道科学会 2004.11.25 東京

23. 山下 勝、金丸巽一、大森孝一、 MagrufovAkhmar、玉木久信、田村芳寛、中村達

雄、伊藤害 気管の部分欠損に対する組織工学的再生第56回 日本気管食

道科学会 2004.11. 25 東京

24. 野本幸男、鈴木輝久、多田靖宏、三宅将生、狭間章博、金丸員一、大森孝一.

組織工学的手法による気管上皮細胞組織の作成 第56回 E本気管食道科学会

2004.11.25 東京

2003年

(ア)国際学会発表

( 1 ) 口演

1. Kanemaru SラNakamura T， Kojima H， Magrufov A.AラHirats出aY， S. Fukuda， H汀加oSラ

Ito J， Shimizu Y Regeneration of the vocal fold using autologous mesenchymal stem 

sells. J. ASAIO 2002;48:191. 

2. S Kanemaru， TNakamura， H Kojima， A.AMagrufov， Y Hiratsl虫色YShimizu and J lto. 

Regeneration of the Recurrent Laryngeal Nerve Using In Situ Tissue Engineering. 

Proceeding of the WCBE 2002;303・6

3. Kanemaru S， Nakamura T， Kojima Hヲ OmoriK， Hiratsuka Y， MagrufovA， Ito J， and 

Shimizu Y : Recurrent laryngeal nerve regeneration by tissueengineering. The 123rd 

Annual Meeting of American Laryngological Association， Boca Raton. May 10-11ラ

2002. Florida， USA. 

4. Kanemaru SラNakamuraT， Kojima H， Magrufov A， Omori K， HiratsukaY， H甘組oSラIto



J， and Shimizu Y : Regeneration of the vocal cord usingauto logous mesenchymal stem 

cells.百le82nd Annual Meeting of American Broncho唱sophagologicalAssociation， 

Boca Raton. May 10・14ラ2002.Florida， USA. 

5. Shin-ichi Kanemaru， Tatsuo Nakamura， Hishayoshi K吋llnaラ KoichiOmori， Yasu戸Ilci

Hiratsuka， Magrufov Akhamar， Juichi Itoラ Yas叫世koShimizu. Regeneration of the 

recurrent laryngeal nerve using a woven polyglycolic acid (PGA) tube coated with 

collagen. The 9出 Korea-JapanJoint Meeting of Otorhinolaryngology醐Headand N eck 

Surgeη.60ヲ2002.

6. Kanemaru S， Nakamura TラOmoriKラMagrufovAラShimizuY， and Ito J : Co-culture of 

mucous cells and/or mesenchymal stem cells on hydroxyapatite， in vi甘ostudy. The 5th 

Intemational Meeting of Tissue EngineeringSociety intemational. Dec 8-10， 2002. 

Kobe， J apan. 

2)国内学会発表

( 1 ) 口演

1. 金丸員一、中村達雄、児嶋久剛、 AkhamarMagruf ov、平塚康之、平野 滋、

伊藤霧一、 清水慶彦 臓器再生医工学的手法を用いた反田神経の機能的再

生第 14回日本喉頭科学会東京 2002.3.21

2. 金丸農一、伊藤害一、中村一、福島英行、玉木久信 鼓室形成術における

コルメラ転倒防止法の試みマフラー法第2報第64回耳鼻咽喉科臨

床学会大阪 2002.6.28

3. 金丸員一、中村達雄、大森孝一、児嶋久剛、 MagrufovAkhn町、平塚康之、

平野滋、伊藤害一、清水慶彦 自己間葉系紹胞移植による声帯の再生 第

53回日本気管食道学会 大阪2002.11. 7 

4. 金丸員一、大森孝一、 MagrfovAkhmal、辻純、内藤泰、伊藤害一、中村達

雄 In site tissue engineeringによる乳突蜂巣再生の試み 日本耳鼻咽

喉科学会東京2003.5.23

5. 金丸員一、大森孝一、 MagrfovAkhmal、平海晴一、藤野清大、内藤泰、伊

藤害一、中村達雄難治性11隻性中耳炎に対する乳突蜂巣再生の試み (ビデ

オ演題) 第 13回日本耳科学会 幕張2003.10. 16 

6. 金丸員一、中村達雄、児嶋久剛、 MagrufovAkhmar、山下勝、大森孝一、

平塚康之、平野滋、楯谷一郎、伊藤害一、清水慶彦骨髄由来自己問葉系細胞

を用いた声帯の再生第24回炎症再生医学会京都 2003.11. 27 

2002年

(ア)国際学会発表

( 1 ) 口演



1. Kanemaru SヲNakamuraT， Kojima H， Magrufov A.A， Hiratsuka Y， S. FukudaフHiranoS， 

lto J， Shimizu Y. Regeneration of the vocal fold using autologous mesenchymal stem 

sells. 1. ASAIO 2002;48:191. 

2. S Kanemaru， TNakamuraラHKojima， A.A Magrufov， Y Hirats叫叫YShimizu and J Ito. 

Regeneration of the Recurrent Laryngeal Nerve Using In Situ Tissue Engineering. 

Proceeding of the WCBE 2002;303-6 

3. Kanemaru SラNakamuraT， Kojima H， Omori KラHiratsukaYラMagrufovA，Ito J， and 

Shimizu Y : Recurrent laryngeal nerve regeneration by tissueengineering. The 123rd 

Annual Meeting of American Laryngological Association， Boca Raton. May 10・11ラ

2002. Florida， USA. 

4. Kanemaru S， Nakamura T， Kojima HラMagrufovA， Omori KヲHiratsukaY， Hirano SラIto

J， and Shimizu Y : Regeneration of the vocal cord usingauto logous mesenchymal stem 

cells.百le82nd Annual Meeting of American Broncho喝sophagologicalAssociationラ

Boca Raton. May 10-14ラ2002.FloridaラUSA.

5. Shin-ichi Kanemaru， Tatsuo Nakamura， Hishayoshi Kojimaラ KoichiOmori， Yasuyuki 

Hiratsuka， Magrufov Akham民 JuichiIto， Yasuhiko Shimizu. Regeneration of the 

recurrent laryngeal nerve using a woven polyglycolic acid (PGA)知becoated with 

collagen. The 9偽 Koぽ，re問a幽-Japa加nJoint Meeting 0ぱfOtωorh悩inola訂ryngolog)

S町g伊eηη1.60，2002.

6. Kanemaru S， Nakamura T， Omori K， Magrufov AヲShimizuY， and Ito J : Co-cu1ture of 

mucous cells and/or mesenchymal stem cells on hydroxyapatiteヲmVl仕ostudy. The 5th 

lntemational Meeting of Tissue EngineeringSociety intemationa1. Dec 8-10ラ 2002.

Kobe， J apan. 

2)国内学会発表

( 1 )パネルデ、イスカッション

金丸員一、中村達雄、児嶋久間IJ、Magrufov Akhmar、大森孝一、平塚康之、伊

藤寿一、清水慶彦頭頚部領域における神経再生の試み 第23回炎症再生涯

学会東京 2002.7.2

( 2) 口演

1 .金丸員一、中村達雄、児嶋久間IJ、 Akhamar Magrufov、平塚藤之、平野滋、

伊藤霧一、清水慶彦 臓器再生医工学的手法を用いた反田神経の機能的再生

第 14回日本喉頭科学会東京2002.3.21

2.金丸異一、伊藤蕎一、中村一、福島英行、玉木久信 鼓室形成術におけるコル

メラ転倒防止法の試みマフラ一法第2報第64回 耳鼻咽喉科臨床学会



大阪 2002.6.28 

3.金丸巽一、内藤泰、伊藤害一、鼓室形成術における有茎骨膜 flapを使用した

削開乳突腔表面の阜期乾燥上皮化の試み (ビデオ演題) 第 12回日本耳科学

会東京2002.10. 12 

4.金丸員一、中村達雄、大森孝一、児嶋久剛、 MagrufovAkhmar、平塚康之、平

野滋、伊藤害一、清水慶彦 自己間葉系細胞移植による声帯の再生第 53回

日本気管食道学会大阪2002.11.7 

G.知的所有権の取得

1 .特許取得

工業所有権の名称:

発明者名

権利者名

種類、番号

出願年月日

取得年月日

2.実用新案登録

なし

3. その他

なし

組織充填剤

金丸異一、中村達雄、児嶋久間IJ、清水慶彦

金丸員一、中村達雄、児嶋久剛、清水慶彦

PCT/JP01l04145 
2001年間 18日

申請中


